
編集後記

2014 年度も、11 回の講演会、シンポジウム 1回と充実した活動を行うことができました。講師

は国内外からの招聘、年齢層も新進気鋭から中堅、ベテランと多彩でした。また、大学所属の研究

者のみならず、企業内調査部の研究者からも活動現場での生き生きとした報告がなされたのに加え、

元沖縄県知事から 70 年間の沖縄と本土の関係を考えるうえで貴重なお話を拝聴する機会が得られ

ました。「戦後アジアの国際秩序構築」というテーマを軸にした企画が半分近くを占めたのも特徴

でした。ともすれば近視眼的思考に陥ったり、過激なナショナリズムに煽られがちな今日、学問・

研究・教育に従事する者が何を社会に発信することができるのか大きく問われていることを改めて

考えさせられます。

センター員には学内役職者も多いのですが、多忙を極める中で積極的に活動してくださったこと

に感謝と敬意を表します。今後ともみなさまのご協力を賜りたいと存じます。

小林　寧子
（2014 年度アジア・太平洋研究センター長）
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